
高齢者福祉サービスのご案内高齢者福祉サービスのご案内お住まいの地区 担当 住所 電話番号

加賀１・２丁目（１～５番、１２～１８番）、板橋１・２丁目（１～１７番、
２２～５３番、５６～６９番）・３・４丁目、
大山東町（１７番、１９番、２１～２５番、２８番、３０～５５番）

➡ 板橋
加賀１－３－１
老人保健施設シルバーピア加賀　内

５２４８−２８９２

板橋２丁目（１８～２１番、５４番、５５番）、大山金井町、
大山東町（１～１６番、１８番、２６番、２７番、２９番）、
熊野町、中丸町、幸町（１～６番）、南町

➡ 熊野
中丸町２７－１１
中丸集会所　併設

５９２６−６５６６

加賀２丁目（６～１１番、１９～２１番）、
稲荷台、仲宿、氷川町、栄町 ➡ 仲宿

氷川町３８－６
フローラル大山１階

５９４４−４６１１

大山町、幸町（７～６６番）、大山西町、弥生町、仲町、
中板橋、大山東町（２０番、５６～６０番） ➡ 仲町

仲町２０－５
仲町ふれあいセンター　内

５９１７−５２０１

本町、大和町、双葉町、富士見町 ➡ 富士見
大和町２６－３
大和集会所　併設

６９０５−６４２５

大谷口１・２丁目、大谷口上町、大谷口北町、
向原１～３丁目、小茂根１・２丁目 ➡ 大谷口

向原３－７－８
特別養護老人ホームケアホーム板橋　内

５９６４−５６２０

上板橋１～３丁目、常盤台１～４丁目、
南常盤台１・２丁目、東新町１丁目 ➡ 常盤台

常盤台４－３６－６
上板橋病院　隣り

５３９８−８６５１

清水町、蓮沼町、大原町、泉町、宮本町 ➡ 清水
泉町１６－１６
清水地域センター　併設

３５５８−６５００

志村１～３丁目、小豆沢１～４丁目、坂下１丁目（１～２６番、２８番）、
相生町（１～１２番１１号、１３～１６番）、東坂下１丁目 ➡ 志村坂上 小豆沢１－１２－４ ３９６７−２１３１

若木１～３丁目、中台１～３丁目、西台１・２丁目（１～３０番４号、４１番、
４２番）・３丁目（１～４６番、４８～５４番）・４丁目 ➡ 中台

若木１－２１－３
特別養護老人ホーム若木ライフ　内

３９３３−８８７５

蓮根１～３丁目、坂下１丁目（２７番、２９～４１番）・２・３丁目、
相生町（１２番１２号・１３号、１７～２６番）、東坂下２丁目 ➡ 蓮根

東坂下２－２－２２
特別養護老人ホームいずみの苑　内

５９７０−９１０６

舟渡１～４丁目、新河岸１・２丁目、高島平７～９丁目 ➡ 舟渡
舟渡３－４－８
特別養護老人ホームケアポート板橋　内

３９６９−３１３６

前野町１～６丁目 ➡ 前野
前野町２－３０－９
カレッジコート１階

５９１５−２６３６

小茂根３～５丁目、東山町、東新町２丁目、桜川１～３丁目 ➡ 桜川
東新町２－３６－５
ウェルネススペース桜川　併設

３９５９−７４８５

赤塚１・２・５丁目（１～１７番）・６～８丁目、赤塚新町１～３丁目、
大門、四葉１丁目（３番１０号、４～３１番）・２丁目 ➡ 下赤塚

四葉２－２１－１６
老人保健施設エーデルワイス　内

３９３０−１８２１

赤塚３・４・５丁目（１８～３６番）、成増１～４丁目 ➡ 成増
成増４－１４－１８
特別養護老人ホームケアタウン成増　内

３９３９−０６７８

高島平４～６丁目、成増５丁目、三園１・２丁目、新河岸３丁目 ➡ 三園
成増５－６－３
サービス付高齢者向け住宅みどりの杜　内

３９３９−１１０１

西台２丁目（３０番５号～１７号、３１～４０番）・３丁目（４７番、５５～
５７番）、徳丸１～８丁目、四葉１丁目（１～３番（３番１０号を除く）） ➡ 徳丸

徳丸３－３２－２８
特別養護老人ホームマイライフ徳丸　内

５９２１−１０６０

高島平１～３丁目 ➡ 高島平
高島平２－３２－２
高島平団地１階

５９２２−５６６１

令和８年度  板橋区
高齢者福祉サービスのご案内

日常生活
用具給付

紙おむつ等
の支給

理（美）容
サービス

補聴器購入費
の助成

65歳以上の要介護高齢者等の日常生活の便宜や自立のために以下の用具を給付します。
※購入業者は指定できません。各種目１人１回限りの給付となります。
※区があらかじめ契約した機種一覧表からの選定になります。

おとしより相談センター（地域包括支援センター）は高齢者のさまざまな相談をお受けしています。
担当窓口が設定されていますので、お住まいの地区を担当するおとしより相談センターをご利用ください。

地区の民生委員・児童委員にもご相談ください。
民生委員・児童委員は、援助を必要とする方の様々な相談に応じ、区や関係機関へつなぐなど、悩みごとの解決を図る
お手伝いをしています。守秘義務があるため、相談内容が他に漏れることはありません。民生委員・児童委員にはそれ
ぞれ担当区域があります。
ご不明な点等ございましたら、福祉部福祉総務課庶務係（3579-2352）にお問い合わせください。

おとしよりなんでも相談では、おとしより相談センターの営業時間外も、健康・介護・介護予防
などに関する不安やお悩み等のご相談を受け付けております。
☎フリーダイヤル　0120-925-610（24時間365日対応）

あなたの区域の民生委員・児童委員は　　　　　　　　　　　　　

板橋区高齢政策課高齢者相談・給付係　☎3579-2464

用具の種目 用具の要件 対象となる方の要件

空気清浄機 消臭に効果のあるもの 要介護１以上でおむつ又はポータブルトイレを
常時使用している方

電磁調理器
または
電子レンジ

電磁調理器とは、卓上 IH 調理器・片手鍋・
両手鍋・フライパン・ケトルをいう
電子レンジはオーブン機能付きを除く

心身機能の低下に伴い認知症等で防火の配慮が
必要な一人暮らし（日中のみ一人暮らしの場合
も含む）の方

シルバーカー

手元にブレーキがあり、四輪車で前に押し前
進するもの
ただし、介助機能を備えるもの及び介護保険
法に定める歩行器は給付の対象外

歩行に補助が必要な方で、当該用具を安全に使
用できる方
ただし、要介護２以上の認定を受けている方は
対象外

【費　用】住民税非課税世帯：購入額の１割
 住民税課税世帯　：購入額の３割
 生活保護及び中国残留邦人等支援給付世帯：無料
※ 用具が基準額を超える場合は、上記費用と基準額を超える金額の合計が自己負担となります。
自己負担金および基準額については、お問い合せください。

■令和８年４月１日発行　板橋区生涯活躍推進課■

紙おむつ等を支給します。また入院（入所）していて病院（施設）指定のおむつを使用する方
には、月額7,000円まで助成します。

【対　象】 要介護１以上（40歳～ 64歳で要介護認定を受けている方を含む）で
 常時失禁状態の方
 ※生活保護及び中国残留邦人等支援給付世帯、介護保険施設入所者は除く。
 ※世帯の最多所得者の所得により、支給できない場合があります。
【費　用】無料

自宅等で調髪を受けることができる理美容券を年６枚限度で支給し、理（美）容師が
お伺いして調髪します。調髪の際には、介助していただく方が必要となります。
【対　象】65 歳以上、要介護３以上の方で、理（美）容室に出向けない方
【費　用】住民税非課税世帯：１回　500円
 住民税課税世帯　：１回 1,500 円
 生活保護及び中国残留邦人等支援給付世帯：無料

両耳または片耳が中等度以上の難聴と医師が診断し、補聴器の使用が望ましいと認められた場
合に、補聴器購入費用の一部を助成します。
※区へ申請書を提出し、交付が決定する前に購入した補聴器は対象外です。
【対　象】65 歳以上の非課税世帯で両耳または片耳が中等度以上の難聴と医師が診断し、
 障害者手帳交付の対象とならない方
【助成限度額】50,000 円（１回限り）
 ※限度額を超えた部分は自己負担になります。

自宅等で調髪を受けることができる理美容券を年６枚限度で支給し、理（美）容師が

おとしより
なんでも相談



高齢者住宅設備改修費助成

緊急通報システム

消費生活相談

ご存知ですか？
運転免許証の自主返納制度
「高齢のため、運転が不安・・・」という方が、
運転免許証を自主的に返納できる制度です。

家具転倒防止器具
取り付け費用の助成

ひとりぐらし高齢者
見守りネットワーク

高齢者見守り
キーホルダー

高齢者
安否確認コール

認知症の方の位置
情報探索サービス

配食サービス

65歳以上の方を対象に、介護予防や介護負担の軽減、自立した生活
の支援を目的として行う、住宅改修工事の費用を助成します。申込は
下記相談窓口までお願いします。　※工事着工前に申請が必要です。

自宅内で緊急の際に、専用通報機やペンダントを押したとき、又は、センサー
が異常を感知したときに、緊急通報システム事業者のコールセンターに通報が
入ります。
24時間体制でセンターに待機しているスタッフが状況に応じ、119番通報や
緊急連絡先に指定されている方に連絡します。
なお、救護活動を円滑に行うため、原則、委託事業者に合鍵を1本預けていた
だきます。

板橋区消費者センター　☎3962-3511

お問い合わせ　板橋警察署3964-0110　志村警察署3966-0110　高島平警察署3979-0110

板橋区生涯活躍推進課フレイル・介護予防係

板橋区高齢政策課高齢者相談・給付係　☎3579-2464 板橋区生涯活躍推進課シニア地域づくり係　☎3579-2376

改　修　項　目 対　象 限度額 相談窓口

介護予防
住宅改修

①手すりの取付け
②段差の解消
③滑りの防止等のための床材取替え
④引き戸等への扉の取替え
⑤洋式便器等への便器の取替え

要介護認定で非該当の方
（認定から１年以内）
介護予防が必要と認められる方

①～⑤の
合計見積額
10万円まで

介護保険の
認定のある
方は、担当
のケアマネ
ジャー
それ以外の
方は、おと
しより相談
センター

住宅設備
改　　修

浴槽の取替え 介護予防が必要と認められる方
要支援１・２、要介護１～５の方 20万円まで

流し又は洗面台の取替え
※原則として車いすのままで利用
　できる物に取り換える場合に限る

要支援１・２、要介護１～５の方
どちらか
1カ所

15万円まで

コールセンターから定期的な電話による安否確認を行います。不通の際、緊急連
絡先の方等へお知らせすることで、ご家族等による安否確認の支援を行います。
【対　象】  65歳以上のひとり暮らしの方（65歳以上の方のみの世帯や同居家族

の安否確認が困難な状況にある世帯を含む）
【電話回数】月曜日～金曜日（祝日・年末年始を除く）のうち 2日以内
【費　用】無料

！ 熱中症により、昨年は全国で10万人以上の方が救急搬送されました。
◎熱中症にならないために、水分と塩分をこまめに補給しましょう。
◎外出する時は、できるだけ暑い時間帯を避け、通気性のよい衣服を着用し、日傘や帽子も使用しましょう。
◎屋内でも要注意です。エアコンを適切に使用しましょう。寝ている間も注意が必要です。
◎身の回りの気温・湿度、暑さ指数（WBGT）※の確認をしましょう。
　環境省より発表される「熱中症警戒アラート」もご活用ください。
※暑さ指数（WBGT）：湿度、日射・輻射（ふくしゃ）など周辺の熱環境、気温からなる
　熱中症の危険性を示す指標

気をつけて気をつけて
いますかいますか

熱中症熱中症
予防予防

商品やサービスをめぐる契約（解約）のトラブルなど、消費生活に関する相談・苦情
・問い合わせを消費生活相談員が受け付け、解決のための助言、情報提供を行っています。
【受付時間】月曜日～金曜日（祝日・年末年始を除く）　9時～ 16時 30分

有効な運転免許証を自主返納する方、運転免許を自主返納した日から 5年以内の方や
運転免許の有効期間が過ぎてから 5年以内の方は、公的な身分証として使える「運転
経歴証明書」が申請できます。また、「運転経歴証明書」の提示により、高齢者運転免
許自主返納サポート協議会の加盟店で、様々な特典を受けることができます。詳しくは、
警視庁のホームページをご覧ください。
※ 自主返納のみを行う場合は手数料がかかりませんが、運転免許経歴証明書の交付には
手数料がかかります。
※「運転経歴証明書」は、身分証として一部対応していない機関もあります。

「GPS」を利用し居場所を探索できる専用端末機の貸し出し費用を補助します。
【対　象】  認知症・若年性認知症またはその疑いのため道に迷う心配のある方を

介護する家族の方
　　　　※ 施設に入所している方、埋込型ペースメーカーを装着している方は

対象外です。
【費　用】月額 800円
 ※生活保護及び中国残留邦人等支援給付世帯：無料

地震災害の備えとして、寝室・居室等の家具の転倒を防止する器具（L字型金
具等）を取り付け、その費用を助成します。
【対　象】65歳以上の高齢者のみ世帯
【助成限度額】調査費用：9,000 円　取付工事費用等：13,000 円
 ※助成は一世帯 1回のみ。

ひとり暮らし高齢者等を地域ぐるみで見守り支えるために、民生委員・児童委員、
おとしより相談センターなどと情報交換を行い、ネットワークの強化を図りま
す。また、「ひとりぐらし高齢者見守り対象者名簿」を作成し、当該名簿を警察・
消防や区関係機関へ配付し、緊急時の対応等に活用します。
【対　象】原則として70歳以上でひとり暮らしの方
【費　用】無料

行方不明になった高齢者の情報を、近隣自治体へ一斉に周知する取込を行っています。ご家族等が行方不明になった場合、
必ず警察へ届出いただくとともに、板橋区やおとしより相談センターへお申し出ください。

区に登録された配食事業者が食事を手渡しで届け、安否確認を行います。
異常と判断した場合には、緊急連絡先、状況によっては区、警察、消防署へ連
絡をします。
【対　象】65歳以上の方
【費　用】全額自己負担となります。（費用は事業者ごとに異なります）

自己負担は、助成限度額内において、次のとおり。
（１）住民税非課税世帯：見積額の１割　　（２）住民税課税世帯：見積額の３割
（３）生活保護世帯及び中国残留邦人等支援給付世帯：無料
※いずれも、助成限度額を超えた部分は自己負担となります。

【対　象】65歳以上の高齢者のみの世帯及び日中独居世帯（※）（板橋区立高齢者住宅「けやき苑」等に居住の方は除く）
 ※日中独居世帯とは、高齢者と同居の方が週5日以上、かつ通勤時間を含む1日8時間以上の就労があり、独居状態が1日8時間以上続く方。
【費　用】住民税非課税世帯：月額 400円
 住民税課税世帯：月額 1,400 円
 生活保護及び中国残留邦人等支援給付世帯：無料

キーホルダーを常に携帯することで、外出先で突然倒れたときなどに、見守りキーホルダーの識別番号により、おとし
より相談センター・警察署・消防署が素早く身元を確認し、事前に登録した緊急連絡先に繋げます。
【対　象】65歳以上の方
【申　込】お住まいの地区を担当するおとしより相談センター
【費　用】無料
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